
平
成
29
年
度

収
益
的
収
支
（
税
抜
き
）

　
平
成
29
年
度
は
、
収
入
の
柱
で
あ

る
水
道
料
金
収
入
が
５
億
４
９
３
万

８
千
円
で
、
前
年
度
比
34
万
４
千
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

受
託
事
業
の
増
加
に
よ
り
受
託
工
事

収
益
が
４
０
６
万
６
千
円
で
、
前
年

度
比
56
万
３
千
円
の
増
額
と
な
り
、

営
業
収
益
は
５
億
１
２
８
０
万
１
千

円
で
、
前
年
度
比
２
３
３
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
営
業
外

収
益
と
し
て
、
長
期
前
受
金
戻
入
の

科
目
に
つ
い
て
、
８
７
５
４
万
３
千

円
を
計
上
し
、
前
年
度
比
21
万
２
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、

総
事
業
収
入
は
６
億
２
０
０
９
万
８

千
円
で
、
前
年
度
比
86
万
２
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
出
で
は
、
受
託
事
業
の
増
加
に

よ
り
受
託
工
事
費
が
３
２
０
万
１
千

円
で
、
前
年
度
比
34
万
５
千
円
の
増

額
と
な
っ
た
ほ
か
、
委
託
料
が
８
７

６
５
万
４
千
円
で
、
前
年
度
比
１
４

８
７
万
６
千
円
の
増
額
、
修
繕
費
が

３
２
１
２
万
３
千
円
で
、
前
年
度
比

１
０
４
１
万
７
千
円
の
増
額
、
動
力

費
が
４
０
５
４
万
２
千
円
で
、
前
年

度
比
１
２
０
万
７
千
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
支
出
総
額
が

５
億
４
３
８
８
万
７
千
円
で
、
前
年

度
比
１
７
９
２
万
２
千
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
結
果
、
７
６
２
１
万
１
千
円
の
純

利
益
（
黒
字
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
長
期
前
受
金

戻
入
」
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
大

幅
に
経
営
状
況
が
改
善
さ
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
本
的
収
支
（
税
込
み
）

　
収
入
は
、
町
の
事
業
な
ど
に
伴
う

工
事
負
担
金
、
水
道
を
新
規
に
開
設

す
る
際
に
必
要
と
な
る
加
入
分
担
金

や
給
水
装
置
負
担
金
な
ど
が
５
９
５

６
万
１
千
円
、
投
資
有
価
証
券
償
還

金
が
２
億
９
９
９
４
万
円
、
固
定
資

産
売
却
代
金
が
１
万
９
千
円
で
合
計

３
億
５
９
５
２
万
円
と
な
り
、
前
年

度
比
３
億
７
５
２
万
８
千
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

用語解説
収益的収支収益的収支収益的収支収益的収支（税抜き）

水道料金による収入と、水を作ったり家庭に送ったりするための
維持管理経費などを中心とした営業活動の収支

その他
2,355万1千円

受託工事収益
406万6千円受託工事費

320万1千円
支払利息
2,542万円

修繕費
3,212万3千円

動力費
4,054万2千円

その他
2,552万8千円

【支出】 【収入】 【支出】 【収入】

水道水1㎥当たりの給水原価の内訳

その他
31.91円

減価償却費
62.63円

受水費  16.43円
動力費  11.44円

支払利息  7.17円
人件費  13.93円

資本的収支資本的収支資本的収支資本的収支（税込み）
古くなった水道施設の改良や

新しい施設を作るために必要な資金の収支

黒字
7,621万1千円

受水費
5,819万5千円

委託料
8,765万4千円

修繕費  9.07円

減価償却費
2億2,187万2千円

人件費
4,935万2千円

公
営
企
業
水
道
事
業
の
決
算
報
告

▼
問
合
せ
　
上
下
水
道
グ
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ー
プ
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４
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水
道
事
業
は
独
立
採
算
制

　

水
道
事
業
は
、
「
地
方
公
営
企
業
」
と
し
て
法
律
に
よ
り
税
金
を
使
わ
ず
に
、
使
用
者
の
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
に
よ
り
運
営
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
独

立
採
算
制
」
と
い
い
、
税
金
や
国
な
ど
の
補
助
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
る
町
の
会
計
と
は
全
く
違

っ
た
運
営
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
計
方
式
は
企
業
会
計
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
「
収
益
的
収
支
」
と
「
資
本
的
収

支
」
の
２
本
立
て
で
会
計
処
理
し
、
民
間
企
業
の
よ
う
に
財
務
諸
表
と
呼
ば
れ
る
「
損
益
計
算

書
」
や
「
貸
借
対
照
表
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
支
出
に
つ
い
て
は
、
配
水
管
の
新

設
、
老
朽
管
の
布
設
替
・
改
良
、
第

２
配
水
池
耐
震
補
強
工
事
な
ど
を
行

い
、
建
設
改
良
費
は
２
億
５
０
１
０

万
７
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
１
億

８
０
５
３
万
２
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
債
の
元
金
償
還
分
と

し
て
、
１
億
１
４
６
万
６
千
円
支
出

し
、
当
年
度
に
つ
い
て
は
、
３
億
円

の
債
権
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
不
足
す
る
額
２
億
９
２
０

６
万
３
千
円
は
、
内
部
留
保
資
金
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。

 

今
後
の
事
業
展
望

　
水
道
事
業
で
は
、
コ
ス
ト
縮
減
を

徹
底
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
給

水
収
益
は
、
節
水
機
器
の
普
及
に
よ

り
、
平
成
９
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
当
時
と
比
べ
る

と
１
億
円
以
上
の
減
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
人
口
の
減

少
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、
給
水
収
益

は
、
今
後
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
昭
和
50
年
頃
か
ら
の
人

口
急
増
期
に
布
設
さ
れ
た
配
水
管
の

老
朽
化
が
一
気
に
進
み
、
短
期
間
に

膨
大
な
更
新
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
平
成
28
年
に
監
査
法
人
に
委
託

し
、
今
後
の
更
新
投
資
の
方
針
の
検

討
と
、
財
政
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
平
成
29
年
は
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
水
道
施
設
更

新
に
係
る
基
本
方
針
を
検
討
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
安
全
・
安
心
な
水

道
を
長
期
に
渡
り
安
定
的
に
供
給
で

き
る
よ
う
本
年
度
中
に
経
営
戦
略
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

主
な
事
業
予
定
は
次
の
通
り
で
す

①
第
３
浄
水
場
施
設
の
更
新

　
第
３
浄
水
場
ポ
ン
プ
室
の
配
管
更

新
工
事
や
、
第
３
浄
水
場
事
務
室
機

械
室
エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
、
取
水
井

水
位
計
更
新
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
基
幹
管
路
の
整
備

　
安
定
給
水
を
図
る
た
め
、
配
水
管

の
管
網
整
備
と
し
て
大
中
地
区
配
水

管
接
続
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
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）
２
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７
９

給水原価と供給単価
　給水原価とは、水１㎥を作るのに必要な費用
のことで、平成29年度決算では152.58円（長
期前受金戻入の影響額除く）になりました。
　一方で皆さまからいただいている１㎥当たり
の水道料金（供給単価）は、同決算では142.53
円となり、給水原価が供給単価を約10円上回り
ました。つまり現状では、水１㎥を給水するご
とに約10円の赤字になります。

建設改良費
2億5,010万7千円

投資
3億1万円

企業債償還金
1億146万6千円

水道料金
5億493万8千円

長期前受金戻入
8,754万3千円

受託工事収益　依頼を受けて実施する配
水管の移設などによる収益
長期前受金戻入　償却資産の取得または

改良に伴い収入する工事負担金などを
「長期前受金」として負債（繰延収
益）に一旦計上し、その中から当該年
度の減価償却見合い分を収益化したも
の。収益として計上していますが、資
金の裏付けはありません
人件費　水道事業所で働く職員の給与・

賃金など
受水費　兵庫県から水道水を買った費用

です。播磨町は約９割を井戸水でまか
なっていますが、井戸の延命を図り、
また災害などの緊急時に備えるため、
一部を兵庫県から購入しています
減価償却費　施設の資産価値の減少分。

将来、老朽化した施設を更新するため
の財源となります
支払利息　施設建設の際に借りたお金

（企業債）の利息です
受託工事費　依頼を受けて実施する配水

管の移設などに要する費用
委託料　集金・検針業務やシステムの保

守にかかる費用など
修繕費　水道管の修理や古くなったメー

ターの交換などにかかった費用など
動力費　浄水場のポンプなどを動かすた

めの電気代や重油の購入費用
その他　水を作るために必要な薬品購入

費、納付書などの郵送料や手数料など
の事務的経費
負担金　建設または改良工事のための工

事負担金や新たに水道水を使う時に支
払っていただいた加入分担金や給水装
置負担金など
内部留保資金による補てん　資本的収入

額が資本的支出額に不足する額を、減
価償却費など資産を再構築するために
積み立ててきた資金などで補てんして
います
建設改良費　古くなった水道管を付け替

えたり、新しく水道管を延ばしたりす
るのに要した経費
企業債償還金　施設建設の際に借りたお

金（企業債）の元金返済分です
経営戦略　将来に渡って安定的に事業を

継続していくための中長期的な基本計
画で、施設整備投資などの支出と財源
の見通しを均衡させた「投資・財政計
画」が中心

内部留保資金
による補てん

2億9,206万3千円

負担金
5,956万1千円

投資有価証券償還金
2億9,994万円

固定資産売却代金
1万9千円
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